
 

指導方法等の改善計画について 〔国語科〕                     栗生   小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】（中心となる語や文を捉える） 

◎コラムや新聞などむずかしい文章を読む習慣をつけ、その文章の読み方を指導する。そして、中心語句や中心

となる文を捉えさせ、目的に応じて小見出しを付けたり要約させたりする。 

 

【課題２】（情報の取り出し・関連づけた記述） 

◎本や文章、図表、絵画、写真、具体物などの資料と関連づけて、自分の考えを書くことを練習させる。記述に

ついては、事柄を整理し、文の構成に合わせて接続語を適切に使いながら書かせる。また、作文形式だけでな

く、内容に応じて図鑑や新聞、小冊子などの形式でも表現させる活動を取り入れる。 

 

 
 
 

【課題１】 

◎中心となる語や文を捉えて、文章を正しく読む問題に課題がある。 

「□□につながるものである」に当てはまる５文字を書き抜く部分を間違ってい

る児童が５５．６％。（通過率２７．８％） 

【課題２】 

◎複数の資料から必要な情報を取り出し、それらを関連付けて論理的に説明する

問題に課題がある。 

接続語「そのうち」の意味を理解して適切に使うことができていない児童が

２７．８％。書けていない児童が１６．７％。（通過率１６．７％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７５．３％，県６３．７％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ４年～６年「読む」 
全国学力H27A・H27B  ４年～６年「読む」 

基礎基本H28  全学年CDT  ５年・６年「読む書く」 
全国学力H28年A 

目標値 ４年７０％,５年７５％
６年８０％ 

 ４年６０％，５年７０％ 
６年７５％  ７５％  ５年７０％ 

６年７５％ 

実施後数値        

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ４年～６年「読む」 
全国学力H27A・H27B  ４年～６年「読む」 

基礎基本H28  全学年CDT  ５年・６年「読む書く」 
全国学力H28年A 

目標値 
４年６５％,５年７０％
６年７５％ 

 
４年５５％，５年６５％ 
６年７０％  ７５％  

５年７０％ 
６年７５％ 

実施後数値        

 

 

・国語の結果において、タイプⅠは７９．８％、タイプⅡは４６．９％の通過率となっている。県

平均と比べると、基礎的・基本的な内容についても活用する力などに関わる内容についても、県

平均を１０ポイント以上上回っており、一応の定着は図られていると言える。 

 

・しかし、昨年度からの課題である、タイプⅡの「書くこと読むこと」については、（情報の取り出

し・理由や事例を挙げた記述）の通過率が１６．７％であり、読み取った情報を関連づけたり、

条件に合わせて接続語を適切に使って記述したりする力がついていない。 

 

 

本年度の結果について   



 

指導方法等の改善計画について 〔算数科〕                    栗生   小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】 

◎四角形の構成要素に着目して、形の特徴を実感的に捉えられるようにし、各図形の定義を正しく理解させると

ともに定義から図形を特定できるように双方向で指導する。求積の学習では、必要な長さを自分で見つける活

動を仕組み、どのようにして求めたか筋道を立てて説明させる。分かった長さ等は図に書き込ませ、見つけた

情報を残しておく指導をする。 

【課題２】 

◎算数だけでなく他教科でも、資料をグラフに表し、それを読み取る活動を取り入れる。また、テーマを与え、

グラフから必要な情報を取り出す活動や、グラフ同士やグラフと他の情報と関連づける活動を仕組んでいく。 

 

 
 
 

【課題１】 

◎複合図形の面積を求める問題に課題がある。横の長さをまちがえている児童が

３３．３％。（通過率３８．９％） 

 

【課題２】 

◎折れ線グラフと棒グラフから特徴や傾向を読み取る問題に課題がある。２つの

グラフを関連付けられず、１人当たりの量を考えていない児童が３８．９％。

（通過率３３．３％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７４．３％，県６９．４％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ５年～６年 
面積（自校作成）  ４年～６年 

基礎基本「量と測定」H28  全学年CDT ４年 
面積（自校作成） 

５年・６年 
全国学力H28年A 

目標値 ８０％  ４年６０％，５年７０％ 
６年７５％  ７５％ ８０％ ５年７０％ 

６年７５％ 

実施後数値        

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ４年～６年 
グラフ（自校作成）  ４年～６年 

基礎基本「数量関係」H28  全学年CDT  ５年・６年 
全国学力H28年A 

目標値 ７０％  
４年５５％，５年７０％ 
６年７５％  ７５％  

５年７０％ 
６年７５％ 

実施後数値        

 

 

・算数の結果において、タイプⅠは７８．５％、タイプⅡは６１．１％の通過率となっている。県

平均と比べると、基礎的・基本的な内容については３．６ポイント、活用する力などに関わる内

容については９．１ポイント上回っており、一定の定着は図られていると言える。中でもタイプ

1 の「図形」については８５．２％の通過率となっており、県平均を２２．８ポイント上回って

いる。図形についての知識・理解や技能についてはほぼ定着していると考えられる。 

 

・しかし、タイプⅠの「量と測定」の通過率が５５．６％であり、県平均を１４．６ポイント下回

っており、数量についての技能や数学的に考える力が充分ついていない。 

本年度の結果について   



指導方法等の改善計画について 〔理科〕                栗 生   小学校 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】 

 ・問題を自分の言葉で言い換え、捉えさせる。授業においては、学習したことや、他者が説明したことを納得のいく

まで聞く、質問するよう徹底する。 

 ・実験や観察結果を表にまとめた後、何を根拠として考察するのか視点を明確にしたり、考察のポイントを示したり

して自力で考察のできる、論理的思考力をつける。 

【課題２】 

 ・北極星を中心とした北の天球の星座を観察する。星座盤の見方に慣れる。 

 ・簡易プラネタリウムで、星への興味を持たせ、自分から観察しようとする態度を育てる。 

 

 
 

 

【課題１】 

・（太陽と地面の様子）は、３８．９％（県平均５３．０％）で、太陽の高度が

上がると気温が上がることや日陰における温度変化が理解できていない。 

 ・地面の温度変化を言葉で表にまとめた、その問題の趣旨をとらえ、日なたと

日かげの違いを適切に表現することに課題がある。 

【課題２】 

・（星の動きや様子）は、３３．３％（県平均５８．４％）で、星についての基礎

的な知識が定着していない。 

 ・北の天球の星は左回りで、南の天球の星は右回りになることや星の特徴など、基

礎的な知識の獲得に課題がある。 

 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校６０．３％，県６０．６％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ６年 Ｈ２８基礎基
本関連問題 

５年 Ｈ２８基礎基
本関連問題  ６年 Ｈ２８基礎基

本関連問題 
５年 Ｈ２８基礎基本

関連問題  ３～６年単元テスト 
科学的思考力 

目標値 ８０％ ９０％  ９５％ ９５％  ８５％以上 

実施後数値        

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ６年 Ｈ２８基礎基
本関連問題 

６年 Ｈ２８基礎基
本関連問題  ６年 Ｈ２８基礎基

本関連問題 
６年 Ｈ２８基礎基本

関連問題  ３～６年単元テスト 
知識・理解 

目標値 ９０％ ９５％  １００％ １００％  ８５％以上 

実施後数値        

 

 

・理科の結果において、タイプⅠは６８．４％、タイプⅡは４６．７％の通過率となっている。県

平均と比べると、タイプⅠは県平均とほぼ同じで（＋０．３％）基礎的な内容は定着してきてい

るが、タイプⅡは県平均を１．５ポイント下回っており、活用問題には課題があるといえる。 

 

・領域別に見ると、「エネルギー」は５２．２％、「地球」は５９．３％で、県平均を２～３ポイン

ト下回っており、磁力や電力・太陽や星の動きなど、実験結果が具体的に見えにくいものに課題

が見られる。 

 

本年度の結果について   



                        

質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：児童質問紙調査） 

（１）生活・学習  

児童の回答についての 

課題（現状値） 
今後の具体的な取組の内容 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

・課題発見・解決学習 

≪課題の設定≫ 

 授業では、解決しようとする課題につ

いて、「たぶんこうではないか」、「こ

うすればできるのではないか」と予想

している児童が少ない。 

Ｈ２８：本校７７．８％ 

   広島県８３．９％ 

 

・主要教科、理・社・総合的な学習

で、予想を取り入れた、授業の流

れをつくる。①課題把握②予想③

グループ討議④検討⑤まとめ⑥

振り返り 

・児童にとって解決意欲をそそる、

必然性のある課題の設定により、

主体的な課題解決力を高める。 

 

３

・

４

・

５ 

 

８５％ 

児童アンケート 

（授業では、解決

しようとする課

題について、「た

ぶんこうではな

いか」、「こうす

ればできるので

はないか」と予想

しています。） 

 

１１月 

 

１月 

  

 

（２）教科  

 
児童の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

 

 

国 

 

語 

・目的に応じて資料を読み、自分

の考えを話したり書いたりして

いる児童の割合が、県平均を超

えてはいるが本校では課題であ

る。 

Ｈ２８：「よくあてはまる」 

    本校３３．３％ 

   広島県２９．０％ 

・本や新聞、図表、具体物などの資

料と関連づけて自分の考えを書

いたり話したりさせる。 

 

・事柄を整理し、文の構成に合わせ

て書く場面を作る。 

５ ４０％ 児童アンケート 
１１月 

１月 
  

 

 

算 

 

数 

・解き方や考え方を話し合うとき

に理由をあげて説明している児

童の割合が、県平均を超えては

いるが本校では課題である。 

 

Ｈ２８：本校７７．８％ 

   広島県６５．１％ 

・思考ツールを活用し、比較したり

関連づけたりして説明させる。 

 

・簡潔で分かりやすい説明ができる

よう、ペアトークで練習させる。 
５ ８５％ 児童アンケート 

１１月 

１月 
  

 

 

理 

 

科 

・観察や実験の結果をノートやグ

ラフ、表などに記録したり記述

したりする方法について学んで

いる児童の割合が低い。 

 

Ｈ２８：本校７２．２％ 

   広島県７５．５％ 

・観察、実験の結果を記録する際の

ポイントを示すとともに、ノート

交流の場を設け、記録や記述方法

の質的向上を目指す。 ５ ８０％ 児童アンケート 
１１月 

１月 
  

 

算数の授業では、とき方や考え方を話し合うときに理由をあげて説明しています。 

国語の授業では、目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたりし
ています。 

理科の授業では、観察や実験の結果をノートやグラフ、表などに記録したり記述
したりする方法について学んでいます。 


